
 

 

                     

               
                           

後期が始まりました  

「チャンスは誰にも均等にある」 後期始業式校長講話より

 後期の始業式にあたり、前期を振り返って成果や課題を明確にし、後期のスタートに立つことが大事です。

さんは後期の始業式をどのような気持ちで迎えたでしょうか。少しでも成長しようという気持ちを持っているか

どうかで結果が変わります。皆さんにはチャンスは誰にでも均等にあります。そのチャンスを生かせるかどうか

は日々の生活にかかっています。成長しようという意識のある人はチャンスを生かすことができます。先生に指

導されたり、テストで良くない点をとったり日々の生活にはマイナスと思えることもあります。しかし、それも

チャンスなのです。それをきっかけとしてどう生かしていくかによって、

2 年生は学校を支え、中心としてがんばろうとする意識をもちましょう。

た。あと6か月で先輩になります。そのことを意識しながら毎日を送りましょう。

   

後期認証式 

 10月15

生徒会本部役員の認証を行い

会長になった藤原葵さんが生徒を代表して以下のような決意を発表しました。

 「私が選挙活動の際に掲げてきた目標は、四中生のもつ可能性を発揮する、とい

うことです。四中生は個人としてはもちろん、集団として力を合わせ、より大きな

力で活躍することができると考えています。（中略）皆さんの協力を得て活動の幅

を広げ、生徒一人ひとりが輝けるよう、活動に挑戦し、実現していくのが今期生徒会役員である私たちの仕事で

す。これからも生徒会本部にご協力お願いします。」

 

「意地を通せば『夢は叶う』」 同窓会

 10 月 15 日（土）、「意地を通せば『夢は叶う』」と題し、

クニカルアドバイザー 河内敏光氏をお迎えして、同窓会主催講演会を開催しました。

河内氏からご自身の経験をとおして以下のようなお話をいただきました。

１ 成長にしたがって夢はステップアップする。

   バスケットボールが上手になりたい、ベンチに入りたい、全国優勝したい、実業

団選手として活躍したい、監督になりたい、プロバスケットボールリーグをつくり

たい、というように成長にしたがって、夢はステップアップしていく。今、中学生

の皆さんの夢も高校生になったら変わる。次はこうやりたいと変わっていくもので

ある。 

２ やり方、取り組み方を自分に合った方法に変える勇気をもつ。

   ステップアップしたいけれども、思うようにいかないときは、同じことを続ける

のではなく、勇気をもってやり方を変える必要がある。

３ チャンスを活かす。 

   過去は変えられないが、未来の時間は誰にも平等に与えられている。誰でも人生に３回チャンスがある。

そのチャンスを自分からつかみに行くことでチャンスを活かせる。夢をあきらめてはいけない。自分が

たことが失敗かどうかを決めるのは自分である。だから

 講演後、バスケットボール部の練習

 

                              

                      

                       

後期始業式校長講話より （10月11日） 

後期の始業式にあたり、前期を振り返って成果や課題を明確にし、後期のスタートに立つことが大事です。

さんは後期の始業式をどのような気持ちで迎えたでしょうか。少しでも成長しようという気持ちを持っているか

どうかで結果が変わります。皆さんにはチャンスは誰にでも均等にあります。そのチャンスを生かせるかどうか

は日々の生活にかかっています。成長しようという意識のある人はチャンスを生かすことができます。先生に指

導されたり、テストで良くない点をとったり日々の生活にはマイナスと思えることもあります。しかし、それも

です。それをきっかけとしてどう生かしていくかによって、 

年生は学校を支え、中心としてがんばろうとする意識をもちましょう。1 年生は入学して

か月で先輩になります。そのことを意識しながら毎日を送りましょう。 

15日（土）、認証式を行いました。ここでは今年度後期の各委員、委員長、

生徒会本部役員の認証を行い、校長先生から認証状をいただき

会長になった藤原葵さんが生徒を代表して以下のような決意を発表しました。

「私が選挙活動の際に掲げてきた目標は、四中生のもつ可能性を発揮する、とい

うことです。四中生は個人としてはもちろん、集団として力を合わせ、より大きな

力で活躍することができると考えています。（中略）皆さんの協力を得て活動の幅

を広げ、生徒一人ひとりが輝けるよう、活動に挑戦し、実現していくのが今期生徒会役員である私たちの仕事で

す。これからも生徒会本部にご協力お願いします。」 

同窓会主催講演会 

日（土）、「意地を通せば『夢は叶う』」と題し、本校卒業生でＢリーグテ

河内敏光氏をお迎えして、同窓会主催講演会を開催しました。

河内氏からご自身の経験をとおして以下のようなお話をいただきました。 

成長にしたがって夢はステップアップする。 

バスケットボールが上手になりたい、ベンチに入りたい、全国優勝したい、実業

団選手として活躍したい、監督になりたい、プロバスケットボールリーグをつくり

たい、というように成長にしたがって、夢はステップアップしていく。今、中学生

の皆さんの夢も高校生になったら変わる。次はこうやりたいと変わっていくもので

やり方、取り組み方を自分に合った方法に変える勇気をもつ。 

ステップアップしたいけれども、思うようにいかないときは、同じことを続ける

のではなく、勇気をもってやり方を変える必要がある。 

過去は変えられないが、未来の時間は誰にも平等に与えられている。誰でも人生に３回チャンスがある。

そのチャンスを自分からつかみに行くことでチャンスを活かせる。夢をあきらめてはいけない。自分が

たことが失敗かどうかを決めるのは自分である。だからあきらめなければ失敗はない。

ボール部の練習へのアドバイスをしていただきました。ありがとうございました。

後期の始業式にあたり、前期を振り返って成果や課題を明確にし、後期のスタートに立つことが大事です。皆

さんは後期の始業式をどのような気持ちで迎えたでしょうか。少しでも成長しようという気持ちを持っているか

どうかで結果が変わります。皆さんにはチャンスは誰にでも均等にあります。そのチャンスを生かせるかどうか

は日々の生活にかかっています。成長しようという意識のある人はチャンスを生かすことができます。先生に指

導されたり、テストで良くない点をとったり日々の生活にはマイナスと思えることもあります。しかし、それも

年生は入学して 6 か月が過ぎまし

日（土）、認証式を行いました。ここでは今年度後期の各委員、委員長、

、校長先生から認証状をいただきました。新しく生徒

会長になった藤原葵さんが生徒を代表して以下のような決意を発表しました。 

「私が選挙活動の際に掲げてきた目標は、四中生のもつ可能性を発揮する、とい

うことです。四中生は個人としてはもちろん、集団として力を合わせ、より大きな

力で活躍することができると考えています。（中略）皆さんの協力を得て活動の幅

を広げ、生徒一人ひとりが輝けるよう、活動に挑戦し、実現していくのが今期生徒会役員である私たちの仕事で

Ｂリーグテ

河内敏光氏をお迎えして、同窓会主催講演会を開催しました。

バスケットボールが上手になりたい、ベンチに入りたい、全国優勝したい、実業

団選手として活躍したい、監督になりたい、プロバスケットボールリーグをつくり

たい、というように成長にしたがって、夢はステップアップしていく。今、中学生

の皆さんの夢も高校生になったら変わる。次はこうやりたいと変わっていくもので

ステップアップしたいけれども、思うようにいかないときは、同じことを続ける

過去は変えられないが、未来の時間は誰にも平等に与えられている。誰でも人生に３回チャンスがある。

そのチャンスを自分からつかみに行くことでチャンスを活かせる。夢をあきらめてはいけない。自分がやっ

あきらめなければ失敗はない。 

アドバイスをしていただきました。ありがとうございました。 



 

 

各種コンクールでの四中生の活躍 

読書感想文コンクール 

優秀賞 2年 原田 裕菜 「“絆”があるかぎり」 

優秀賞 3年 星野 悠月 「努力の先に」 

  

人権ポスターコンクール 

佳作 2年 山本 愛結 

 

地球にやさしいひとのまちポスターコンクール 

温暖化対策部門  金賞   3年 小川 果乃 銀賞 3年 市川 琴深  

 銅賞   3年 大橋 拓馬 入選 3年 金本 心菜 

 入選   3年 吉田 瑞希 入選 2年 三村 祐平 

 入選   2年 西村 妃世  

美化部門 最優秀賞 3年 菊島 希美  金賞 3年 田所 柚乃 

 銀賞   3年 星野 悠月 銅賞 3年 佐藤 壱丸 

 入選   3年 南山 亜茄梨 入選 3年 早川 実紗 

 入選   3年 林 玲那 入選 3年 伊藤 美恵 

 入選   3年 安谷屋 莉子 入選 3年 山口 希未 

                      

「仲間・団結 ～練習の成果を出しきろう～」 学芸発表会 

 10月28日（金）、29日（土）、「仲間・団結 ～練習の成果を出しきろう～」のスローガンのもと、学芸発

表会を行いました。28日は学年や部活動の発表です。演劇部、ディベート部、1年生「魚沼自然教室」、2年生

「職場体験学習」、吹奏楽部、ダンス部、空手部が発表しました。部活動については、日頃、どのような活動を

しているのかわからないし、大会でどんな演技をしているのかを知る機会がなかなかありません。各団体の発表

をとおして、活動内容がわかり、大きな拍手がおこりました。また学年の発表では、大きな行事をとおして学ん

だことをわかりやすくプレゼンテーションしてくれました。 

 29日は合唱コンクールで、各学級が課題曲と自由曲を発表しました。課題曲は1年『ぼくらの世界』、2年『明

日へ』、3 年『友よ北の空へ』です。各学年の結果は以下のとおりです。また各学級で自由曲をイメージしたイ

メージアートを作成し、エレベーターホールに展示しました。見学した生徒たちからは「歌のイメージがよく表

せている。」といった声があがっていました。写真は裏面をご覧ください。 

 最優秀賞（自由曲） 優秀賞（自由曲） 

１年 １年４組 『大切なもの』 １年５組 『My Own Road』 

２年 ２年６組 『モルダウ』 ２年４組 『HEIWAの鐘』 

３年 ３年３組 『unlimited』 ３年４組 『時の旅人』 

  

バザーの品物提供、回収ありがとうございました 

 保護者の皆様、各町会、同窓会、ＰＴＡ・ＯＢ会のご協力をいただき、11月 13 日のバザーの品物を集めるこ

とができました。品物を提供してくださった皆様、朝早くから受け付けをしてくださったＰＴＡ理事の皆様、回

収を手伝ってくださった町会の皆様、ありがとうございました。バザー、模擬店は以下のとおりに行います。ぜ

ひお越しください。 

  日 時  平成28年11月13日（日）午前11時～午後3時 

  場 所  本校 校庭、体育館 

            

栄光を称えて 

剣道部女子団体（六月中と合同チーム） 第５ブロック剣道大会準優勝 都大会出場決定 

最優秀賞をいただいた

菊島さんの作品です 



 

 

舞台発表 

  

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イメージアート 

 各学級の自由曲のイメージに合わせて代表者が絵を描きました。3年生の作品です。 

  １
組
「
虹
」 

２
組
「
地
球
の
鼓
動
」 

３
組
「unlim

ited

」 

４
組
「
時
の
旅
人
」 

５
組
「
信
じ
る
」 

演劇部 
『白雪姫？～You Can Fly!～』 

ディベート部 
「四中で制服廃止？！」 

空
手
部 

１学年 THE魚沼リサーチ 

２
学
年 

職
場
体
験 

ダ
ン
ス
部 

吹
奏
楽
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合唱練習   

音楽の授業はもちろんですが、各学級での練習を続けてきました。 

指揮者・伴奏者は、夏休み前から音楽科の新谷先生の指導を受け、個別に

練習を重ね、いかに表現するかを工夫しました。 

縦割りの兄弟学級での練習では、各学年の合唱を聞いて他学年からアド

バイスをします。 

合唱コンクールに向けての意気込みが廊下に掲示されています。「歌詞

の意味を理解して表現する。」「指揮者としてみんなをリードする。」な

ど四中生らしい意気込みがたくさんありました。 

 

 

合唱コンクール 

全体合唱『夏の日の贈り物』で始まった合唱

コンクール 

四中生全員が心を合わせ、歌いました。 

 

各学年の合唱の前にも課題曲を学年合唱と

してそれぞれの学年が歌いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３年最優秀賞をいただいた３年

３組の合唱風景です。 

発声、表情、表現すべてすばらし

く、さすが３年生と誰もが思った

合唱でした。 

 

 


